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開場　１９:３０　night live
開演　２０:００ 
(２ステージ入替無 ) (1drink=６００～ ) 

MC=３３００＋２drinks order

小美濃悠太
1985 年、東京生まれ。一橋大学社会学研究科修了。幼少の頃よ
り続けていたエレクトーンを通じてジャズに出会う。高校に入学
後、ジャズを演奏できる楽器を習得するために吹奏楽部に入部。
コントラバスとエレクトリックベースを平行して学ぶ。大学進学
後、千葉大学モダンジャズ研究会に入部。本格的にジャズを学び
始める。在学中から演奏活動を開始し、現在は東京を中心に首都
圏全域で活動している。サックス奏者 臼庭潤のバンドへの参加を
皮切りに、日本を代表する数々のジャズミュージシャンとの共演
を重ねる。ツアー、レコーディングへの参加は枚挙に遑がない。
またジャズ以外のフィールドでも、世界的なボサノバシンガー・
小野リサの中国ツアーや、日本を代表する雅楽師・東儀秀樹と、
世界的なバイオリニスト古澤巌による全国ツアー、フランスの誇
るバイオリニスト Florin Niculescu の国内ツアーなどに参加。自
身のプロジェクトとして、2015 年にはピアノトリオ”Tre 
farger”の 1st アルバムをリリースし、全国ツアーを成功させる。
翌年 2016 年にはライブ録音の 2nd アルバム”Live at The Glee”
も発売。Tre farger を通じてヨーロッパのアーティストとの交流
を深め、2017 年にはポーランド人ドラマー Albert Karch との共
同プロジェクトで日本ツアーを成功させた。2018 年には
Copenhagen Jazz Festival に自身のカルテットで出演。また帰国
後も再び日本ツアーを成功させた。ジャズベースを山下弘治氏、
アルコ奏法を高西康夫氏、斎藤輝彦氏に師事。

maiko
神戸市出身。3 歳からバイオリンを始める。京都市立芸術大学音楽学
部卒業。ジャズバイオリニスト寺井尚子氏に師事。アシスタントを務
めながらジャズ・バイオリンの研さんに励みつつ、2001 年からの 8
年間で 2,000 回を超える圧倒的な数のライブパフォーマンスを行い、
独自のジャズスタイルを確立する。第 19 回浅草 Jazz コンテストでベ
ストプレイヤー賞を受賞。2001 年横濱ジャズプロムナード、ライブ・
コンペティション本選大会で向井滋春賞を受賞。2009 年 9 月、洗足
学園音楽大学ジャズコース非常勤講師に就任。ジャズをベースに幅広
いジャンルにおいて、音色の美しさと熱い演奏が身上。コンポーザー
としての才能も高く、歌心あふれるオリジナルナンバーは好評を博し
ている。2015 年 5 月、伴奏者のいない完全なソロバイオリンのライ
ブを敢行、以降ライフワークとして取り組んでいる。
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